
日時 ２０１４年 ５月１７日（土） 
     １４時３０分～開演 
 

講師 川野 眞治氏 
     （元京都大学原子炉実験所助教授）           

      井戸 謙一氏 
      （弁護士、元裁判官）      

会場 大阪弁護士会館 １１１０号室 

   主催 ： 自由人権協会大阪・兵庫 
http://www.ki.rim.or.jp/~jclu_oh ◆E-mail: jclu_oh@ki.rim.or.jp ◆Tel 06-6364-3051 / Fax 06-6364-3054 

入場無料・予約不要 

＜会場へのアクセス＞ 

・地下鉄・京阪本線「淀屋橋駅」 
       １号出口から徒歩１０分 

・地下鉄・京阪本線「北浜駅」 
       ２６号階段から徒歩７分 

・京阪中之島線「なにわ橋駅」 
          出口１から徒歩５分 

＜住所＞ 

〒530-0047  

大阪市北区西天満１－１２－５ 

 Tel：06-6364-0251（案内テープ） 

大阪弁護士 
会  館 

◆講師プロフィール◆ 
川野 眞治氏 

 １９４２年生まれ。京都大学理学部・同大学院卒 

  元京都大学原子炉実験所（熊取）助教授、関西大学非常勤講師 

  中性子による物質の構造，磁気的性質を研究。熊取六人衆の 

  一人で，専門的見地から原発の危険性を訴え続けている 

井戸 謙一氏 

 １９５４年生まれ。弁護士、元裁判官 
  金沢地方裁判所の部総括判事として在勤中の２００６年３月， 
  北陸電力志賀原発２号機の運転差止を命じる判決を言い渡した。 
  東北大震災後の２０１１年３月末日，裁判官を退官して，以後は， 
   弁護士として精力的に原発訴訟に参加。 
  若狭原発差止め滋賀訴訟弁護団長 

原発再稼働を許すな!!  
～原発の危険性と、広がる訴訟の数々～ 

  ２０１１年３月１１日に発生した福島第１原発事故により，原発の

安全神話が崩れました。安全面より目先のコストを優先する原発
の再稼働は許されません。改めて原発の危険性について熊取六
人衆の一人である川野眞治氏より科学的見地からお話しいただき
ます。 

 また、各地で原発に関連する訴訟が数多く広がっています。それ
らの動きについて、現在若狭原発差止め滋賀訴訟の弁護団長で
ある弁護士・井戸謙一氏の報告を交えて検証していきます。 

http://www.osakaben.or.jp/web/02_access/01a.php

